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第 3 章では、ポリ (3-オクチルチオフェン) (PAT8) 、ポリ (3- ドデシルチオフェン) (PAT12) 、ポリ [2・メト






第 5 章では、 2 光束ノ《ルス相関法を用いた非線形光電導の時間分解測定だけでなく、蛍光強度の時間分解測定も同
時に行い、ポーラロン対及び励起子の寿命の違いについて明らかにし、光電導におけるポーラロン対の存在を証明す
る新たな証拠を得た。また、第 2 章から第 5 章までの結果をふまえて、導電性高分子における光電導モデルについて
考察し、導電性高分子の光電導メカニズムがエキシトンモデルであることを決定づけた。
















(2) 導電性高分子として poly(3-octylthiophene) (PAT8) poly(3-dodecylthiophene) (PAT12) 及び poly[2-methoxy-











(5) 導電性高分子に C60 をドーピングした PAT8-C60 複合膜における非線形光電導の時間分解測定を行い、 C60 が
非線形光電導フリーキャリアに与える影響を調べ、そのメカニズムを明らかにしている。
(6) フォトクロミズム色素として知られるサリチリデンアニリンで主鎖が構成される導電性高分子におけるマル
チカラー発光について調べ、その電子・光物性及び励起子ダイナミクスを明らかにしている。
以上のように、本論文は 2 光束パルス相関法を用い導電性高分子における光励起過程、光励起キャリアとそのダイ
ナミクスを明らかにしており、電子工学に寄与するところが大きい、よって本論文は博士論文として価値あるものと
言忍める。
